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後　　　　記
　2007年（平成19年）度の「関西大学フランス語フランス文学会」は例年
になく多彩な行事を抱え、充実した一年となりました。
　11月10日㈯・11㈰の両日1975年以来32年ぶりとなる「日本フランス語フ
ランス文学会・秋季全国大会」を主催校として開催しました。全国から43
名という未曾有の数の研究発表者を得て成功裏に大会を収めることができ
ましたことは、会員諸氏のご協力の賜物であります。この紙上を借りまし
て皆様に心よりお礼を申し上げる次第です。
　学部・大学院の学生諸君の交換派遣留学の件数も増加し、学会員の方々
の活動も様々な分野でますます活発になっておりますことをご報告してお
きます。
　このたび永年にわたり当学会に貢献してこられました平田重和教授、本
田忠雄教授のお二方が 3月末日をもって退職されることになりました。ご
退職の記念論集として「仏語仏文学34号」が大勢の執筆者を得て刊行の運
びとなりましたことは、両先生への鼻向けの意味におきましても洵に喜ば
しい実りであります。ご高覧の上ご意見ご感想をお寄せ戴ければ幸いです。
　本学会2007年度研究発表会・総会が12月22日㈯ 13時よりAV⊖A教室にお
いて開催されました。 4名の会員諸氏による研究発表会は活発な質疑応答
で盛り上がり、会場には学術的な雰囲気が漲りました。発表者と発表題目
を以下に紹介しておきます。
1．障害者の描かれ方
 本学大学院前期課程　木村　　藍　氏　　
2．ジダンの頭突き騒動をめぐるフランスメディアのディスコース
　　　　　　 ― ジダンの持つ二面性の考察を通して ―
 本学大学院前期課程　出口　由美　氏　　
3 ．アラン・レネ Muriel ou le temps d’un retourにおける表象
 本学大学院前期課程　大山佳栄子　氏　　
4．アルベール・カミュ　物語のなかの母親のイマージュ
 本学大学院前期課程　高岡　俊彦　氏　　
　研究発表終了後の総会では役員交代、活動報告、会計報告などの案件が
審議されました。役員交代につきましては現本田会長のご退職に伴い 4月
から川神が後を襲うことなど、すべての案件が了承され閉会しました。そ
のあと会場を「レストラン法文坂」に移し、16時より恒例の懇親会が開か
れました。
　次に 1月26日㈯ 14時より平田、本田両教授の「最終講義の会」を開催し
ました。本田教授からは「フランス中世　愛の物語作家　マリ・ド・フラ
ンス」と題して、また平田教授からはご自身の経歴と「カミュの人と文学」
と題して、それぞれ最終講義に相応しく興味深いお話をうかがうことがで
きました。最終講義およびそのあとの懇親会には予想を上回る知己や
O.B.の方々のご列席を仰ぎ、花を添えていただきました。
　残念なことに昨年（2007年）文学部仏文学科時代を支えてこられた山村
嘉己、前原昌仁の両名誉教授が鬼籍に入られました。皆様と共に感謝と哀
悼の意を表したいと思います。
 （川神　傅弘）
関西大学フランス語フランス文学会々則
₁．本会は関西大学フランス語フランス文学会（Société de langue et 
littérature françaises de l’Université Kansaï / Kansai University Society 
for the Study of French Language and Literature）と称し，事務所を
関西大学文学部フランス語フランス文学専修合同研究室に置く。
₂．本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と，これに
関連する事業を行なうことを目的とする。
₃．本会は次の事業を行なう。
1 ．機関誌「仏語　仏文学」（Bulletin de la Société de langue et 
littérature françaises de l’Université Kansaï / The Bulletin of Kansai 
University Society for the Study of French Language and Literature）
およびその他の出版物の刊行。
2 ．研究会・講演会の開催。
3 ．その他本会の目的にかなう事業。
₄．本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1 ．関西大学文学部総合人文学科フランス語フランス文学専修専任
教員。
2 ．関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻・専修学生，およ
びその修了者（旧学科名称時の大学院修了者を含む）。
3 ．関西大学文学部総合人文学科フランス語フランス文学専修学生，
およびその卒業生（旧学科名称時の学部卒業生を含む）。
4 ．本会の趣旨に賛同し，入会を認められた者。
₅．本会の目的を達成するため会費を納入する。
₆．本会に次の役員を置く。その任期は ₁年とし，重任を妨げない。
1 ．会　長　　　 ₁　名
2 ．委　員　　　若干名
a ．企画委員
b ．編集委員
c ．庶務・会計委員
　　会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長は
これを統括する。
₇．会員は機関誌「仏語　仏文学」等の配布をうける。また会員は機関
誌への投稿，および本会の行なう事業に参加することができる。な
お，投稿論文は，会則 ₆に定める委員会の議を経て掲載される。 
₈ ．本会の重要事項は総会の議決による。
 （2007年 ₄ 月 ₁ 日から施行）
仏 語　仏 文 学　第 34 号
2008年 3 月15日 発行
編集・発行 関西大学フランス語フランス文学会
 吹田市山手町　関西大学
 フランス語フランス文学研究室
印　刷　所 株式会社　遊 文 舎
 大阪市淀川区木川東4丁目17番31号
 電話　（06）6304－9325 ㈹
（非　売　品）
